
広域観光拠点地区

主要広域観光ルート

主要ターミナル

石見銀山地区
（世界遺産）

出雲大社地区
（国宝） 隠岐ｼﾞｵﾊﾟｰｸ地区

萩・津和野地区（世界遺産・日本遺産）

たたら製鉄地区
（日本遺産）

松江・安来地区

（国宝 松江城）

石見神楽・
万葉文化地区

山陰道が繋がれば、周遊エリアが拡大

○広域観光周遊ルートに「縁（えん）の道～山陰～」が認定
【申請エリア：鳥取県・島根県・萩市】

○目標：２０２０年に山陰両県の外国人述べ宿泊者数40万人泊

≪「縁の道」～山陰～コンセプト≫
日本人が大切にする「縁」にスポットをあて、
日本のもっとも古い歴史を有する地域である
山陰で「神話」・「伝説」をテーマに山陰の
「自然」、「歴史」、「文化」を体験する旅

広島

尾道

松江

境港

米子鬼太郎空港
出雲縁結び空港

浜田港

鳥取コナン空港

萩・石見空港

【出雲ＩＣから萩ＩＣの時間】

（現在） （山陰道開通後）

約２１０分 → 約１４５分

約６５分短縮

広島空港

岡山空港

萩IC

隠岐世界ジオパーク空港

福岡空港
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2014(H26) 2016(H28) 2020(H32)

（万人）

島根2.8万人

鳥取5.9万人
島根5.8万人

鳥取10.0万人

近年急増
(H28/H26 1.8倍)

2020年に
現状の 2.5倍

山陰両県で
40万人

山陰両県の外国人宿泊者数の推移（目標）


